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みんなで支える学校　　みんなで育てる子ども
　社会の変化にともない、子どもたちを取り巻く環境も大きく変化してきました。こうした中、
これからの学校教育は、今まで以上に地域や家庭との連携協力のもとで進めていくことが大切
になってきています。
　日野町では、平成 24 年度から「学校支援地域本部」を立ち上げ、地域の力を学校につなぐ『地
域コーディネーター』を配置します。そして、地域の皆さんが、今まで以上にボランティアと
して学校を支援する活動にかかわっていただきやすい仕組みを整えていこうと考えています。

日野町は、家庭・地域社会・保育所・学校が連携して保小中一貫教育に取り組んでいます。　　詳しい内容については、教育委員会事務局（電話 72-2107）に問い合わせください。

【学校支援地域本部のイメージ図】

《教育目標》

「心豊かに　たくましく羽ばたく　日野の子の育成」

▼
学校支援ボランティア学　校 地　域

こんな人材がほしい

こんな取り組みがしたい

こんなことがしたい

こんなことができる

◆環境整備　　　　・・・　花壇や植え込みの手入れ、環境整備、図書室の整備や貸し出し
◆部活動の支援　　・・・　部活動やクラブ活動の指導の補助
◆学習の支援　　　・・・　授業補助、ドリルの採点、実験や実習の補助
◆学校行事の支援　・・・　運動会や文化祭などの準備補助
◆安全パトロール　・・・　登下校時の通学路の安全指導

日野町学校支援地域本部
地域コーディネーター

（地域や学校に詳しく、ボランティア精神のある人）

地域教育協議会
（学校教育関係者・社会教育関係者・ＰＴＡなど）

子育て支援室おひさまひろば
との連携

青色回転灯を付けた
パトロール隊との連携
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日野町は、家庭・地域社会・保育所・学校が連携して保小中一貫教育に取り組んでいます。　　詳しい内容については、教育委員会事務局（電話 72-2107）に問い合わせください。

次世代へつなげたい  日野町「子育ての知恵袋」
　昨年末から２月にかけて、次世代につなげたい「子育ての知恵袋」を募集しました。
　おかげさまで、町民の皆さんのご協力により 51 点の知恵袋と 35 点の俚

り げ ん

諺（世間に言い伝えられ
てきたことわざ）が集まりました。
　日野町教育委員会では、これらの貴重な知恵袋を冊子にまとめ、子育て学習のあらゆる機会をとら
えて、活用を図っていきたいと考えています。また、この「広報ひの」にも定期的に掲載していきま
す。ご協力ありがとうございました。

●親子のふれあい　　　・・・　14 点

●家　族　　　　　　　・・・　  6 点

●遊　び　　　　　　　・・・　  4 点

●体　験　　　　　　　・・・　  5 点

●物の大切さ、しつけ　・・・　  5 点

●地　域　　　　　　　・・・　11 点

●生活の知恵　　　　　・・・　  2 点

●その他　　　　　　　・・・　  4 点

　　　　　　　　　　　　（計     51 点）

※俚　諺　　　　　　　・・・　35 点

【 「子育ての知恵袋」の内容別応募状況 】

◆「子育ての知恵袋」あれこれ（応募いただいた中から、少しご紹介します）

【親子のふれあい】
○子育て（黒坂／ 62 歳・男）

【物の大切さ、しつけ】
○生活（衣・食・住）（福長／ 56 歳・男）

【家　族】
○おかあちゃん（根雨／ 60 代・女）

親が子育てをしたのか親が子どもに育てられたのか、気が付けば、その時期は終わり、孫の守りを
してみると、大変だったと同時に夢や楽しみがありました。
子どもが親となった昨今、ありがとうの言葉に肩の荷が降りたような気がします。
何一つできなかった子育てでしたが、元気に成長してくれたことに感謝しています。
育てたように子は育つ。そんな子育てでした。

孫が「かあちゃんがいい、かあちゃん、かあちゃん」と言うのを聞いて、「かあちゃん」ほどいい
ものはないと思う。
母親に抱きしめてもらった思い出、一緒に歩いたあのひととき、忙しい中で親は、一生懸命、子ど
もに関わって子育てをしてきた。
無類の愛。それこそが人を育てる。
年をとっても思い出されるのは、ふるさとと両親。
いつまでも懐かしく、恋しいものである。
子どもたちが小さい時こそ、しっかり抱きしめて、一緒にいる時間を作ってほしい。
そんな環境づくりを！

私の子どものころは、食べるもの、着るもの、住むところと、豊富とは言えないけれども十分にあっ
たと思います。
その中で、食べるもの、着るものなど、ほしくても我慢しながら生活したように思います。
今では、自分のほしいものはお金を出せばすぐ手に入るので、我慢することがない、また、我慢す
ることができないように思います。
今の時代だからこそ、我慢することをすれば、物を大切にしたり、人の気持ちなどが分かり合える
ような気がします。


